










滋賀県近江八幡市
　きゅういばけじゅうたく

旧伊庭家住宅

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

開館時間

アクセス

備 考

旧伊庭家住宅

1913年（大正2年）

木造２階建（一部屋根裏3階）

天然石スレート葺き・瓦葺

近江八幡市安土町小中191

0748-46-6324

10：00～16：00 （入館は15：30まで）

月・火.・水曜日（祝日の場合開館）祝休日の翌日

年末年始 休館。*1，2月は土・日曜日と祝日のみ公開。

平日は予約のみ

JR琵琶湖線 「安土」駅から 徒歩7分

八日市インターから 車で約25分

近江八幡市指定文化財 建造物

16畳のコミュニティスペース

ウイリアム・メレル・ヴォーリズの住宅は、住まい手の

日々の生活を大切に考えられたプラン構成が特徴となって

いる。「ハレ」の場に重きを置いたそれまでの住宅に代わ

り、日々の生活に重きを置き、台所は優しい光のあたる位

置に配置し、衛生面や動線への配慮がなされている。また、

洋館の中に多くの和風テイストが組み込まれ、大胆な和洋

折衷も違和感なくまとめられている所が魅力的である。

1階は外観からは想像できないが、書院風の座敷が設えら

れ、網代が組まれた天井や船底天井等、和を基調としてい

る。食堂・階段ホールの洋風空間には、小丸太、竹、ナグ

リ等の和室要素が随所にとりいれられている。また、窓枠、

暖炉のタイル、照明器具の設置や出隅処理等、細部にまで

こだわった部分を見るのも楽しみとなる。

旧伊庭家住宅は、住友第2代総理事を務めた伊庭貞剛が、四男の沙沙貴

神社の宮司や旧安土村村長を務めた伊庭慎吉の住居として建てた邸宅で、

ウイリアム・メレル・ヴォーリズに設計を依頼。洋館を基調としながら、

和室要素を取り入れた木造住宅で、1913年（大正2年）に完成されてい

る。後日、1931年～1933年（昭和6～8年）と、1941年～1945年（昭

和16年～20年）に2度改修、増築されている。建物は洋館の主体部と和

風の玄関部とで構成されている。主体部の外観はハーフティンバーと呼

ばれる化粧梁で細分化された意匠の外壁に、傾斜の強い天然石スレート

葺きの切妻屋根を乗せて煙突を備えた、英国の伝統的な様式を一部に伝

える洋館となっている。また、玄関は、入母屋造りで妻入り桟瓦葺きの

和風玄関となっている。和風玄関は、後に増築された所で、建築当初は

洋館建てだったが、後の増改修で和風様式が多く取り入れられた。

ヴォーリズの初期の作品として、また、生活様式の変革期の住宅として、

貴重な建物である。

2階は洋風を基調としている。この部屋は、絵画の勉強でフランスに

留学していた慎吉のアトリエとして使用されていた。

「旧伊庭家住宅」内資料 参照

米蔵と馬屋

主体部と玄関を含む外観

神前の間
台所

ジャパニーズルームとも呼ばれる玄関側の和室には、高倉観崖作の「春

の図」の襖絵がはめられている。その裏には、「秋の図」が描かれてい

る。ゲストルールとして使用され、親交のある多くの芸術家たちが集っ

た部屋と思われる。

玄関へのアプローチ 庭側からみた主体部

楽しげに貼られたタイル

春の図

アトリエの入口、杉の一枚板

による板戸が使用されている。

秋の図
春の図の襖絵 秋の図の襖絵

食堂

台所1

食堂奥の暖炉

台所2

壁の出隅処理 廊下の網代天井照明器具の設置









京都府宇治市
し  　しょうでんさんそう

松殿山荘

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

アクセス

備 考

公益財団法人 松殿山荘茶道会

1918年～

近代和風建築

京都府宇治市木幡南山18

0774-31-8043

http://www.shoudensansou.jp

JR奈良線/京阪電鉄宇治線/木幡駅下車徒歩

通常、見学については事前予約要

山荘の地は今からおよそ900年前に関白藤原基房が松殿(

まつどの)という別業を営んでいたところである。 流祖高

谷宗範(たかやそうはん)本名恒太郎 が1918年(大正7年)に

当時ひろく行われていた小間の茶のみならず茶道の起源で

ある広間の茶、書院式の茶道を復興する目的で、この地を

買い求め、十有余年の歳月をかけて建てたものである。山

荘の設計は、すべて高谷宗範自らおこなったもので、土地

の高低を考え、百分の一の模型を作り建物を建て、池泉を

掘り、樹木を植え、石を配した庭園。その基本は、方円の

考えに基づくものである。「心は円なるを要す、行いは正

なるを要す」心は円満に丸く行いは常に正しく四角く、と

いう考えに根ざしており、その思想は随所に現れている。

小間の茶(草庵式)のみではなく、広く一般の人が楽しめ

る広間の茶(書院式)を広めようと考えて建てた。書院には

書院式の庭園を、小間の席には草庵式の庭をもち、それぞ

れに主景、借景となるように工夫した庭園となっている。

広大な敷地内にいくつもの建物があり、うち12棟が重要文

化財指定を受けている。

・本館・北蔵・南蔵・蓮斎・撫松庵・春秋亭・檆松庵

・聖賢堂・仙霊学舎・修礼講堂及び事務所・宝庫・大門

【本館・大書院】

30帖もの大広間。東に大きく開

放され、26帖分の折上格天井は

さらに空間を広々と見せる。床柱

は大阪の旧天王寺屋五兵衛の屋敷

の大黒柱を削ったものと伝えられ

る。鴨居は節無し五間通しの栂材

を使用。

【楽只庵】

７帖の茶室は大阪の旧

天王寺屋五兵衛の屋敷

から移築。蔵の轆轤の

転用材と伝える床柱を

備える袋床や化粧屋根

裏天井など趣向に富ん

だ意匠で構成される。

【中書院/天井】

東向き10畳次の間8畳を持つ茶室で、床脇にかすみ棚を持っ

ている。別名瑞凰軒。1925年(大正15年)9月25日スウェーデ

ン皇太子妃来荘のとき、お休みいただいたことによる。庭正

面の三日月形の石は嵯峨天皇ご遺愛の手水鉢と伝えられてい

る。

【蓮斎】

円池の上に建つ八畳書院で唐物机

を床に使用し、床柱は塗仕上げ。

外観は屋根が宝形造りの本瓦葺に

銅板の庇がつく。建物の正方形と

円池とが重なり、幾何学的なモ

チーフがここでもみられる。

【春秋亭】

太鼓胴張りの塀に囲まれた茶室で新緑、紅葉の時期が映える。

床柱は欅で、外回りの柱は桜、楓の自然木を使用している。天

井・土間タイルにも正方形と円のモチーフ。











大阪府大阪市
てきじゅく　きゅうおがたこうあんじゅうたく

適塾　旧緒方洪庵住宅

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

適塾 旧緒方洪庵住宅

寛政４年(1792年）大火、現在の建物はそれ以降の建築

木造一部2階建

大阪市中央区北浜3丁目3番8号

06-6231-1970

http://www.tekijuku.osaka-u.ac.jp/

午前10時～午後4時 休館日 月曜日 他

大阪メトロ淀屋橋駅から徒歩約5分

国指定 史跡・重要文化財

写真提供 大阪大学適塾記念センター

大阪市中央区北浜のオフィス街に現存する適塾は、我が国唯一の蘭

学塾の遺構である。現在は国史跡・重要文化財として内部を観覧す

ることが可能になっている。適塾は、蘭医学研究の第一人者とされ

る蘭方医緒方洪庵（1810-1863）が1838（天保9）年に開いた塾

で、ここでは西洋医学の研究をはじめとして、種痘事業やコレラ治

療など、大きな医学史上の業績が生まれた。また、適塾は幕末から

明治維新にかけて、近代日本の国家形成に関与する幾多の人物を輩

出した。門下生の数は、1844（弘化元）年以降の入門者の署名帳

「姓名録」に記載されただけでも636人、このほかに通いの塾生や

1843年以前の門人等を含めると、史料から判明する範囲でも1000

名を超えるものと推定される。塾生以外に教えを乞うた者も多数あ

ると考えられる。

現存する適塾は、1845（弘化2）年に洪庵が当時の過書町に町屋を

購入し、瓦町の旧適塾から移転して拡張した建物である。「適塾」

の名称は、洪庵の号「適々斎」にもとづいて名付けられ、「適々斎

塾」、略して「適々塾」「適塾」とよばれた。

適塾の元塾生らを中心として創立された大阪医学校は、幾多の変遷

を経て、大阪帝国大学医学部、そして大阪大学医学部へと発展し今

日にいたっている。

［大阪大学適塾記念センター HP より］

大阪北浜の高層ビルが建ち並ぶ街に戦禍を免れた最古級

の近世大坂の町屋であること、オモテの店構えとオクの

住居部分をつなぐ町屋形式で関西では「表屋造」「出店

造」と呼ばれ、かつては船場に多く存在した町屋を見る

ことができる。

【土間吹抜け】-⑤

【客座敷】都会の喧騒を忘れそうな

静かな時間が流れるｰ⑥

【外観】

【書斎】-③

【塾生大部屋】全国から集まった塾生が生活と勉学に励んだ部屋-⑧

【中庭】-④

【台所】-②

【玄関】-① 【主屋の庭】-⑦

【欄間模様】

【客座敷と大阪欄

【1階】 【2階】

【格子】

②
③

④

⑥

⑤

⑦

①
⑧

敷地464㎡

間口11.9ｍ

奥行38.9ｍ



大阪府大阪市
 てらにしけあべのながや

寺西家阿倍野長屋

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

Ｈ Ｐ

アクセス

備 考

寺西家阿倍野長屋

1932年（昭和7年）

木造2階建て入母屋４軒長屋

大阪市阿倍野区阪南町1-50-25

www.teranishike.com
大阪メトロ御堂筋線「昭和町」4番出口を出て徒歩1分

登録有形文化財（建造物）

改修後 改修前

長屋の前の道を挟んんで建てられたいる寺西家母屋・蔵

も国登録有形文化財に登録されている。大正15年に建築

された木造瓦葺２階建入母屋造である。ギャラリーとし

てオープンしている時以外は見学不可である。上の模型

写真は、住吉区・阿倍野区の蔵調査をしている「すみよ

し蔵部」が制作した母屋・蔵の模型である。平成17年に

店舗として改修され現在にいたっている。

2003年12月25日に長屋としては全国初となる国登録有形

文化財となった寺西家阿倍野長屋は、４軒長屋２階建て

であり、防火上では一軒ずつに分かれ、中間に防火壁を

立ち上げている。各戸ごとに玄関庭を設け、背面側に坪

庭を配する平面計画である。２階を接客用空間とする点

や建築当初から都市ガスが整備され、ガスコンロ、ガス

風呂を持つ長屋であった。取り壊してマンションを建築

する計画もあったが、2004年に宮大工によって再生され、

飲食店舗として現在に至っている。戦前の長屋建築の好

例である。

2006年には『大阪都市景観建築賞』を受賞している。見

学だけという無粋なことはせず、建物のあちらこちらに

見られる伝統を生かした粋な計らいを探しながら、是非

食事を楽しんでいただきたい。

創作中国料理 ＡＫＡ（あか）

イタリアンキッチンバー 混（こん）

豆腐と京懐石 旬彩 旨魯（しろ）

焼肉 三谷家（みたにや）

発酵 ルパン

＊2021/10/31現在のお店情報

誤植？



大阪府大阪市
おおさかもくざいなかがいかいかん

大阪木材仲買会館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

大阪木材仲買会館

2013年（平成25年）3月

木造、鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、一部鉄骨造、鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

大阪府大阪市南堀江4-18-10

06-6538-2351

https://www.mokuzai-nakagai.com/reserve.html

9:00～17:00 休館日土、日、祝日、夏期、年末年始

大阪メトロ 西長堀駅より徒歩６分

要事前予約

大阪木材仲買会館は、コンクリートのビルがあふれる都市の

中に建つ、木の温もりを持った日本初の耐火木造オフィスビ

ルである。大阪の街なかを歩いていると突然木の建築が現れ

驚く。既存の桜の木を抱くように囲んだアール平面形状の深

い軒が下から見ると反り屋根のように見え、あらわしとなっ

た木材とともに和を感じさせる。内外部ともに木材がふんだ

んに使用され、都市に居ながら森の中の伝統建築の中にいる

ようなやさしさと、豊かさ、静かさを感じる建築である。

木の薄材をガラス

間に挟んだ建具

深い軒とバルコニー

木材を風雨から守るため

の深い軒がバルコニーを

兼ね、ふだんは室内と外

部をつなぐ緩衝空間と

なっている。メンテナン

スのための足場や避難経

路としての機能ももつ。

格子耐震壁
エントランス正面の桧の

格子耐震壁は、銘木展示

としてこの建物を象徴す

るとともに和を感じさせ

る意匠となっている。

大会議室の吸音壁
大会議室の壁面は、木材

のフィンガージョイント

加工の木口がそのまま吸

音材として埋め込まれて

いる。

蟻型加工仕口の演台

製材積層壁
エントランスホールと通

用口を緩やかに仕切る積

層壁。人の気配や光を緩

やかに通している。

外観

建物の内部は、自然光と木の質感

により開放的でやわらかな雰囲気。

和紙塗り壁

燃エンウッド
耐火木造と木材あらわしは、モル

タルの燃え止まり層を挟んだカラ

マツ集成材により実現している。

カラマツ材からは

松やにがでること

もあるのだそう

写真は耐火実験後

の燃エンウッド。

桜の時期の外観

エントランス

夜の外観

大会議室



大阪府池田市
 こばやしいちぞうきねんかん

小林一三記念館

見どころ

建物名称

建築年

構造・設備

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

小林一三記念館（雅俗山荘）

1937年（昭和12年）

鉄筋コンクリート造2階

便所（水洗浄化装置付き自然放流）

暖房（ボイラー、パネルヒーティング）

池田市建石町7−17

072-751-3865

hppts://www.hankyu-bunka.or.jp

10：00〜17：00 休館日月

（但し月が祝日、振替休日の場合は開館。火が休館）

阪急宝塚本線 池田駅より徒歩20分

国登録有形文化財指定（2009年）

雅俗山荘・即庵・費隠・長屋門・塀

小林一三記念館は、小林一三の自邸である洋館

「雅俗山荘」を中心に小林一三の事業を紹介す

る施設として、2010年に開館した。

自邸は1937年（昭和12年）に緑豊かな五月山

の山麓に建てられた。「雅俗」とはいう名称に

は「雅＝芸術」と「俗＝生活」が一体となった

場所であるという意味が込められている。

設計は竹中工務店（小林利助）

「雅俗山荘」では1957（昭和32）年小林一三

没後にその雅号である逸翁を冠して「逸翁美術

館」と名づけられ、開館以来50年にわたって

小林一三収集の美術品コレクションを公開して

きたが、2009年（平成21年）に美術館が新設、

移転したことに伴い、新たに「小林一三記念

館」として生まれ変わり一般に公開された。

1973年（昭和48年）に増設された現「白梅

館」とともに逸翁の実績に思いを馳せることが

できる。

2009年に「雅俗山荘」「即庵」「費隠」

「長屋門」「塀」が国の登録文化財となる。

長屋門

昭和11年の雅俗山荘建築にあた

り、池田町と同じ豊能郡にあっ

た東能勢村(現・豊能町）の庄

屋・宇津呂家の長屋門を移築し

たと伝えられている。

費隠

昭和19年京都の寺院より移築さ

れたと伝えられる二畳の茶室。

壁の腰張りには、郷民の連判状

と思われる古書が用いられてい

る。命名、扁額は近衛文麿筆。

塀

「雅俗山荘」と同じスペイン瓦

を載せた厚さ20㎝の鉄筋コンク

リート塀。外壁と同一仕上げと

するなど本館とデザイン統一を

図っている。

人我亭

昭和39年に岡田孝男氏の指導に

より竣工した四畳半の茶室。

人我は他人と我が混然となるこ

と、客と亭主が一体となること

をいう。

翁の没後建築され、毎年、翁の

命日にあたる一月二十五日に逸

翁忌茶会が茶道の三千家交替で

この茶室で行われている。

往時の生活スタイルがしのばれる空間

外観 当時流行したスペイン瓦を用いながらも日本の伝

統的な瓦に近いいぶし銀とし、またイギリス風のハーフ

ティンバー的な表現を真壁風にまとめるなど、和洋を巧

みに折衷させた手法を展開している。

内部 2層吹き抜けのホールが特徴的で庭に面する大きな

窓に設置さたシャッターも当時の姿のまま遺されている。

邸宅レストラン「雅俗山荘」 小林一三が食事したであ

ろうその場所で、庭を見ながらゆったりと食事を取るこ

とができる。

即庵 一三の考案にもとづいて京都の数寄屋師・笛吹嘉

一郎が手がけたとされる。昭和12年雅俗山荘竣工時に作

られた三畳台目に土間を2方に廻らせた椅子席の茶室。

10席の椅子席からは畳上と同じ視線で喫茶、拝見ができ

るように工夫されている。和洋が見事に融合された昭和

の名席といわれている。

外 観



大阪府池田市
 いつおうびじゅつかん

逸翁美術館

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

逸翁美術館

2009年（平成21年）

鉄骨鉄筋コンクリ一ト造、鉄筋コンクリート造

池田市栄本町12−27

072−751−3185

hppt://www.hankyu-bunka.or.jp

10：00〜17：00 休館日 月

（但し月が祝日、振替休日の場合は開館。火が休館。）

阪急宝塚本線 池田駅より徒歩20分

逸翁美術館は、阪急東宝グループの

創業者小林一三氏の自邸「雅俗山

荘」の美術館を、設立50周年記念に

阪急学園池田文庫の隣接地に新築移

転、2009年に開館した。

「逸翁」は一三の雅号である。

逸翁が収集した美術工芸品5500件を

収蔵する。

逸翁は、阪急電鉄をはじめ多方面で

活躍する実業家であると同時に、文

化・芸術の世界でも名を馳せた数寄

者であった。

関心の幅も広く、古筆、古経、絵巻

中近世の絵画、日本・中国・朝鮮・

オリエント・西洋を含む陶磁器、日

本、中国の漆芸品に及ぶ。

新館、移転後は年に数回の企画展を

開催し一般に公開している。

新たに多目的ホール「マグノリア

ホール」が設けられ、講演会や音楽

会に使用されている。

外観 せっき質タイルの深みある表情。端正な和を感じる。

一枚一枚異なる質感の中にマグノリアの花を模したアイア

ンワークが柔らかい表情を醸し出している。

4 即心庵

「雅俗山荘」に付随する茶室で、逸翁が自ら考案した「即

庵」を美術館の館内に「即心庵」とし再現した。

三畳台目の座敷を囲む椅子に座ってお茶を楽しめる、伝統

と現代生活が調和した空間。

展覧会中の土曜、日曜には美術館所蔵の茶道具を用いた呈

茶席がある。（道具立ては展覧会ごとに組み直される。）

※呈茶受付：展覧会会期中の土曜、日曜11：00〜15：00

茶室より中庭を見る

3 展示室

1 エントランスホール 2 マグノリアホール

1 エントランスホール

2 マグノリアホール

3 展示室

4 茶室 即心庵



大阪府大阪市
やまもとのうがくどう

山本能楽堂

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

アクセス

備 考

山本能楽堂

1950年（昭和25年）

木造2階一部3階建て

大阪府大阪市中央区徳井町1-3-6

06-6943-9454（9：00～18：00） 山本能楽堂

http://www.noh-theater.com/

地下鉄谷町線・中央線 谷町四丁目」下車5分

国指定登録有形文化財 山本能楽堂及び能舞台

舞台は西本願寺黒書院の国宝舞台（桃山上の遺構）を写した方三間、

切妻造りの本格的能舞台である。東側に橋脚が設けられ鏡の間へと続

いている。分厚い檜皮葺の屋根が舞台の重量感を演出している。

橋懸りの欄干は西本願寺の北舞台を模し、弓状に描き舞

台に柔らかさを添えている。客席(見所）は1,2階とも桟敷

席の舞台で（椅子席）何か懐かしい落ち着いた気分にな

る。また、2006年に国の登録有形文化財に登録され、文

化庁の重要建築物等公開活用事業により、2012年より3

年の歳月をかけ、「開かれた能楽堂」をコンセプトに耐

震補強工事、設備工事、衛生工事など大規模改修工事が

行われた。舞台照明のLED化、全館床暖房化、車いす対応

など快適に鑑賞できる空間となっている。

山本能楽堂は市街地にある木造２階一部３階建ての伝統

的な能舞台を持つ能楽堂である。太閤秀吉によって築か

れた大阪城の武家屋敷エリアに当時の町割りのまま位置

し、建物の西側には熊野街道が通り、今も昔も大勢の人

が行きかっている。オフィスビルの立ち並ぶ通りから一

歩足を踏み入れると街の喧騒から想像が出来ない空間が

広がっている。昭和2（1927）年に山本家十代目・山本博

之氏によって創設された。当時「大大阪」と呼ばれた大

阪には謡曲を嗜む方も多く「文化的な社交場」をつくる

ことを目的に船場の旦那衆によってたてられ、能楽を通

して大勢の人々が交流を深めていった。

音響効果を高めるために

舞台下には12個の大きな

甕が置かれている。

楽屋の2階3階部分にはギャラリー・資料

室が設けられ、資料を閲覧できる。

能舞台の鏡板の力強い青々とした松は松野泰風画伯によるものである。

本願寺のものにならい根上り松が向かって右へのびており一方の枝は

切戸の上まで延ばしており、老松を下から見上げる珍しい構図である。

「現代に生きる魅力的な芸能」として、能の普及・啓発

する様々な活動が行わている。そして、観世流の能楽以

外にも文楽、上方舞、落語、西洋音楽、ダンス、演劇等

様々なジャンルの舞台芸術に使用されている。また、能

楽堂の建物の見学会や体験講座も行われており、能舞台

の秘密などいろいろなお話を聴くことが出来る。

昭和20（1945）年の大阪大空襲で、残念ながらすべて焼失し

た。昭和21年に博之氏は「山本能楽会」をお興し、焦土と化

した大阪で全国に先駆け戦後間もない昭和25（1951）年に

「もう一度谷町に能楽堂をつくりたい」という船場の旦那衆

や市民の熱意によって、山本能楽堂は再建された。能舞台は

備蓄の檜を駆使し、宮大工の技巧を凝らし浜田豊太郎氏、山

田組によって造られた。戦後の物資の乏しい中、能舞台以外

の建物は古材や廃材を交え、当時手に入るあり合わせの資材

で再建された。



大阪府大阪市
きゅうこにしけじゅうたくしりょうかん

【堺筋の交差点からの敷地全体の様子】

街路樹のある南北の堺筋と東西の道修町通。

史料館は南側に入口を構えている。

旧小西家住宅史料館

旧小西家住宅は大阪市内の製薬会社が建ち並ぶ船場・道修町の

堺筋沿いの南西角の特等地に、漆黒の木造瓦葺の存在感ある一

画を形成している。合成接着剤「ボンド」の製造メーカーであ

るコニシが、3年の月日をかけて1903年(明治36年)に完成した当

時から長らくそのまま社屋として使用して来た表屋造りの貴重

な空間である。

約1,060㎡の敷地内には、店舗・客間・小西家代々の主人とその

家族の住まいである主屋と、主屋が用いる衣裳蔵、店舗の倉庫

として使用されていた二階蔵、三階蔵の3つの蔵があり、いずれ

も戦火や震災の大きな被害を受けることなく、ほぼ建設当時の

姿を残している。

店と住まいと目的別の複数の蔵という大阪の商家の完成形を今

に残していると言える。合理的ながら細部の美の尊重と匠の登

用に、造詣の深さ、船場商家の美学を感じる。

これまで内部は非公開であったが、コニシ創業150周年記念事業

として1年の期間をかけて史料館に改修され、2020年より一般

公開されるようになった。

見どころ
コニシ創業者である初代小西儀助の養子の北村伝次郎

（二代目小西儀助）によって新社屋として建設された旧

小西家住宅。秀でた商才の持ち主だったという二代目儀

助の細やかな工夫が随所に見られる。

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧小西家住宅史料館

1903年(明治36年)

主屋：土蔵造り2階建、瓦葺(国重要文化財)

衣裳蔵：土蔵造り3階建、瓦葺(国重要文化財)

二階蔵：土蔵造り2階建、瓦葺(国重要文化財)

三階蔵：土蔵造り3階建、瓦葺(国登録有形文化財)

〒641-0045 大阪市中央区道修町1丁目6番9号

06-6228-2847(コニシ株式会社 総務部)

http://www.bond.co.jp/konishishiryoukan/

※webによる完全予約制

(詳細はwebにて随時要確認)

大阪メトロ堺筋線「北浜駅」5番出口より徒歩約1分

京阪電車京阪本線「北浜駅」27番出口より徒歩約6分

大阪市景観形成物指定(平成15年)

庭に面した廊下と座敷(書院)を仕切る障子には当時は貴重

であったガラスがはめ込まれている。洗練されたデザイ

ンの欄間。

【③障子】 【③欄間】

【③床の間と書院】 【③書院窓】

コニシの社長室として使われていた座敷(書院)。床の間

の前の畳は縁をきらないようにと1.5畳に。書院窓上部の

格子の組は縁起の良い数である七本、五本、三本。

家族と従業員の50人以上の食事を賄った"へっつい(ｶﾏﾄﾞ)"

のある台所と炊事の蒸気を逃がす高い天井。

【⑤台所・炊事場】 【⑤台所上部の梁】

史料館がコニシの事務所として使われていた時の様子(写真左上)と、

現在の史料館の様子(写真右上)。史料館ではコニシ創業の歴史を紹

介する映像コーナーや、実際に使用されていた金庫や所蔵品が閲覧

できる展示コーナーがあり、旧小西家住宅の変遷は勿論、明治・大

正期の商いの様子を学ぶことが出来る、貴重な場となっている。

【執務風景】 【現在の史料館の様子】

N













兵庫県姫路市
ひめじぶんがくかんぼうけいてい（きゅうはまもとけじゅうたく）

姫路文学館望景亭（旧濱本家住宅）

↓玄関

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

姫路文学館望景亭（旧濱本家住宅）

大正5年（1916年）

木造平屋建・入母屋造桟瓦葺

姫路市山野井町86番地

079-293-8228

https://www.himejibungakukan.jp

10：00～17：00（入館は、16：30まで）

休館日：毎週月曜日と休日の翌日（これらの日が休日、

または土、日の場合は開館）年末年始

電車＆バス：JR・山電姫路駅前の神姫バスターミナル

・9・10・17・18番乗り場から乗車約6分

「市之橋文学館前」下車、北へ徒歩約4分

車：姫路バイパス「中地ランプ」下車、北東へ約15分

市内の実業家濱本氏の別邸として、大正5年から昭和

4年まで約13年の歳月をかけてつくられたものの一

部である。昭和10年7月から、陸軍姫路第10師団騎

兵第10聯隊長として着任された皇族・賀陽宮恒憲王

殿下ご一家が住まれ、その後、須鎗氏の所有となり、

第二次大戦後は、一時占領軍の高官が居住したこと

もあった。昭和33年3月に市の所有となってからは、

「男山市民寮」の名のもと、結婚式場＜瑞泉閣＞と

して市民に親しまれ、昭和51年3月まで利用された。

昭和62年に姫路文学館を建設することに決まり、計

画の中で元の建物の西側約3分の1を残し、姫路文学

館の施設として生かすことになった。和室、茶室

（雄徳庵）、唐破風の玄関を修復整備し、さらに洋

式応接間を増築。平成3年4月に開館、裏千家十五世

千宗室が「望景亭」と命名。平成21年には、国の登

録有形文化財建造物に指定された。主屋は敷地の西

奥に位置しており、桁行14メートル、梁間11メート

ル、木造平屋建の入母屋造桟瓦葺の建物。高い基礎

上に建ち、内部は十八畳の座敷に十二畳の次の間を

並べ、高欄付の縁をめぐらしており、庭の眺望を意

識した開放的なつくりで、欄間などの造作も洗練さ

れた瀟洒な書院建築。

長屋門＊

↑「望景亭・庭園案内図」

■板戸絵■

建物内には、板戸絵「竹、流水」「菊、小鳥」「紅葉、清水、菊」

「さつき、山吹、滝」「牡丹、木蓮、柿」「孔雀、牡丹」「山桜、流

水」「鶏、白梅」と計8面を見ることができる。

■茶室（雄徳庵）■

廊下から茶室に向かう正面に色鮮やかな板戸絵があり、

右手にあるのが、水屋と8畳の茶室。障子の引手、綱代

天井、床脇前の船底天井など、是非ご覧いただきたい。

また、開口部が広くとられているので、庭園を望む風情

も申し分ない。

■棟門■

もとの建物を移築。

裏千家十五世千宗室

氏の揮毫による赤杉

の扁額「望景亭」を

かかげている。修復

時、瓦葺が銅板葺に

変わった。

■和室■

二間続きの広い和室。十八畳の座敷に十二畳の次の間を

並べた豪華な部屋で、奥の座敷に本格的な床の間を設え

た書院建築になっている。襖の引手、欄間、床の間、棚、

書院の障子、長押など、細部にいたるまで、趣向がこら

されている。

庭園がゆったり

と眺められるよ

うガラス戸がは

められている。

ガラスは、古い

時代の物らしく

表面に歪みもあ

り、風情ある空

間となっている。

■貸室■

建物内の施設は、

文化的な催しに

利用可能。

要予約。



兵庫県神戸市
 こうべしゅしんかん

神戸酒心館

長屋門：

敷地内部側はギャラリーとし

て地元の方々が利用する

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

神戸酒心館（旧福寿酒造）

1997年（阪神淡路大震災後）

木造・免震ＲＣ造

神戸市東灘区御影塚町1-8-17

078-841-1121

https://www.shushinkan.co.jp/

豊明蔵(神戸酒心館ホール）10：00～21：00(利用時間)

東明蔵(店舗・展示)10：00～18：00

水明蔵(蔵の料亭・さかばやし)

11：30～14：30/17：30～22：00

阪神電車「石屋川駅」下車、南へ徒歩約8分

写真提供：*印 株式会社 神戸酒心館

参考文献：神戸酒心館設立20周年記念誌

神戸酒心館の前身の一つとなる酒造会社である、銘酒

「福寿」の醸造元・福壽酒造の創業は、1751(宝暦元)

年 播州三木から初代が灘に出てきて酒造業を営んだ

ことが始まりである。六甲山より海に流れる石屋川沿

いに位置する灘五郷の西、「御影郷」にある。

ちなみに現代の灘五郷とは、西郷・御影郷・魚崎郷

(以上神戸市)・西宮郷・今津郷(以上西宮市)を指し、

日本の清酒生産量の約3割がこの地域で生産されてい

る。この地域は、1945年6月5日の神戸大空襲、1995

年1月17日に発生した阪神淡路大震災により大きな被

害を受け、その都度復興してきた。福壽酒造も阪神淡

路大震災では、6つの木造蔵と1985年から文化発信基

地としてイベント等に使用していた旧酒心館が全壊し、

延べ約3000㎡の建物を失った。 復興の過程で、次世

代に灘の酒を神戸の地酒として発展させ、「福寿」の

銘柄を守り続けるために、企業合同という手法で株式

会社神戸酒心館を設立した。震災前から計画していた

「酒蔵ツーリズム構想」を基に、「神戸酒心館」とし

て1997年12月、免震構造の醸造工場と瓶詰工場を備

えた「福寿蔵」、木造蔵を修復した多目的ホール「豊

明蔵」、日本酒の資料展示や物販コーナーのある「東

明蔵」、蔵の料亭・さかばやしの「水明蔵」の4つの

蔵をオープンし酒文化の発信と失われた景観の保全の

役割も担った施設として再興した。長屋門も地域に開

かれたギャラリーとして利用されている。酒造りを通

じて地域に根差した文化発信機能も備えた施設として、

2000年には「メセナ大賞地域賞」を受賞した。

「福寿 純米吟醸」は2008年初めてノーベル賞公式

行事で供され、それ以後、日本人が受賞するたびに

ノーベル賞公式行事で供されている。

長屋門＊

豊明蔵 外観＊

豊明蔵は震災前、貯蔵庫として使用していた木造蔵であ

る。震災前多数あった木造蔵の中で唯一再建ができた蔵

として、新旧の材料がわかるように修復されている。現

在は、多目的ホールとしてステージ・茶室・いろりの間

等を備え、貸しホールとして、コンサートや展示会・会

議・パーティー等に利用できる。かつて酒造りに利用し

ていた酒槽（さかふね）をリデザインした大きなテーブ

ル席等がある。

豊明蔵（酒心館ホール内部)＊

披露宴やコンサート等の利用例＊

水明蔵 外観

敷地内庭園は、六甲山

の里山をイメージして

作庭されており、国道

沿いに位置することを

忘れるような心地よい

緑に覆われている。

その庭の奥にある水明

蔵（蔵の料亭・さかば

やし）の客席にも、豊

明蔵に設置されている

酒槽（さかふね）をリ

デザインした大きな

テーブルが中央にあり、

ゆったりと庭を眺めな

がらの食事を楽しむこ

とができる。

水明蔵(蔵の料亭・さかばやし)＊
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奈良県奈良市名勝　依水園

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開園時間

アクセス

備 考

名勝 依水園

前園 延宝年間(1670年代）後園 明治32年(1899年）

木造1階建て

奈良市水門町74

0742-25-0781

http://www.isuien.or.jp

午前9:30～午後4:30(入園は 午後4時迄)

休園：毎火曜日（令和1年10.11月は無休）、年末年始

近鉄奈良駅から徒歩15分（東大寺西隣）

国指定 名勝庭園 入館料：要

依水園は、西側の江戸時代 延宝年間（1670年代)に作られ

た「前園」、東側の明治後期に作られた「後園」の二つの

庭園と「寧楽美術館」からなる。「前園」は、奈良晒の幕

府御用達商人であった清須美道清の別邸として建てられ、

茶室「三秀亭」と「挺秀軒」が現存している。明治中期に

同業者、関藤右衛門の手に渡り、その長男の藤次郎が、明

治32年からほぼ10年をかけ建屋や庭園の修復整備を行い、

茶室を配した「清秀庵」「氷心亭」などの主屋等の建物と、

池泉回遊式借景庭園である「後園」を増築した。昭和14年

に神戸の海運業者中村準策が取得し、昭和20年から28年の

米軍の接収を経た後、一般公開された。昭和44年に寧楽美

術館が建築され、戦災を免れた約2000点の美術品を収蔵し

ている。依水園は、昭和50年、国の名勝庭園に指定された。

【挺秀軒】

延宝年間 接待所として建て

られたものを明治に「清秀

庵」の待合にも使えるよう、

縁、雪隠、腰掛が設けられ

た。「清秀庵」に続く路地

に「編笠門」が建てられて

いる。

【清秀庵】

四畳半本勝手の茶室と鞘の

間、六畳台目 からなる。

檜皮葺き、袖壁で変化をつ

け、外観を軽やかに見せて

いる。内部は裏千家「又

隠」を意識した造りである

が、網代天井を少し高めに

したり、躙口と貴人口を併

設するなど、又玅斎の配慮

が感じられる。

依水園の建物群は、近代数寄者の茶の湯とは一線を画し

た、裏千家12世又玅斎の指導により、侘茶に忠実な茶道

を追求された結果出来たものである。その配置は、借景

として庭園を最大に受け取れる位置に設けられている。

明治時代の古社寺修理の開始に伴って得られた古材の転

用が見られるのも面白い。

【氷心亭】

依水園の主座敷にあたる茶

室で、屋根はキングポスト

トラスを用いた兜造り風の

茅葺き。十三畳の広間と五

畳半の小間が後園の池に面

しており、背面側に、九畳

の次の間、四畳分の水屋が

置かれている。

【氷心亭 十三畳の広間】

天井は「寒雲亭」を意識し

た竿縁の平天井（新薬師寺

の古材）、掛けこみ天井、

船底天井を組み合わせてい

る。床の間は巾7尺8寸の栃

の踏込み床、赤松皮付の床

柱を持つ。付書院欄間は屋

久杉に桐紋の意匠が施され

ている。

【三秀亭】茅葺の屋根構造に江戸時代初期の形式、内部には

江戸時代前期と明治時代の好みが多様に詰め込まれている。

三季亭

氷心亭

清秀庵

挺秀軒

天井：新薬師寺の古材 引手：つぼつぼ

欄間：三山(御蓋、高圓、若草山） 欄間：櫛型（寒雲亭の写し)

濡縁：新薬師寺の柱を転用 広間畳廊下からの眺望
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奈良県五條市堀家住宅　賀名生旧皇居ＫＡＮＡＵ

見どころ

建物名称 堀家住宅（賀名生旧皇居ＫＡＮＡＵ）

レストラン.宿泊施設

建築年 室町時代後期（江戸、明治時代改修）

構造・様式 木造１階建て(当初２階建て）

所在地 奈良県五條市西吉野町賀名生１番

電 話 0747-32-0080

Ｈ Ｐ https://kanau1318.jp

営業時間 11：00～16：00 16：00～21:00（予約要）

アクセス 車：京奈和自動車道五條IC本陣交差点から

168号線十津川方面約20分

備 考 見学はレストラン利用者のみ

西吉野村の北部・和田の町

並みは丹生川の渓谷に沿う

ようにあり、堀家住宅は、

その丹生川の清流に臨むよ

うにひっそりとある。川に

張り出したデッキスペース

で川の音をBGMに時間が過

ぎるのを忘れて南朝の栄華

に想いを馳せるのも素敵で

ある。また、焼失してし

まったが、現存している建

物の前、16世紀前半に「鹿

苑寺金閣」に似た建物が

建っていたと、2018年発

掘調査の結果が発表されて

いる。

【表門】大正13年建築の重厚な冠木門で、2000年 奈良県の指

定文化財に選定された。

足利尊氏によって京の都を追われた後醍醐天皇が吉野へ向

かう途中に立ち寄った堀孫太郎信増の邸宅である。その後、

後村上天皇、長慶天皇、後亀山天皇の南朝三帝の行宮で

あった。当時の面影をとどめる屋敷で全国でも最古に属す

る民家で、1979年 国の重要文化財に指定されている。

桁行方向17.6ｍ、張間方向13.8ｍ、入母屋茅葺き屋根で北

面及び西面に桟瓦葺の庇が取りついている。平面は整形六

間取り、柱間寸法は広く、内法高が低い特色がある。室町

時代後期の建築時は２階建てであったが、江戸、明治時代

の幾度かの変遷により現状となった。現在、第２９代当主

が継承、カフェレストランを営んでいる。

【土間】 右に六間の和室が連なっ

ている。

左がミソベヤ、奥には七つの掛け

口を持つ竈が据えられている。

倒幕の志士 天誅組吉村寅太

郎の筆による「賀名生皇居」の

扁額が掲げられている。

【土間上部の屋根裏の見上げ】

竹のすのこ天井が開いた部分から

小屋裏の架構が覗ける。

【ゲンカンノマ】 正式な玄関で、登り框、

式台があり、天井は根太天井で、武具

掛けを備える。

【オクノマ】 床の間は框床で、薄

縁敷き、床柱は赤松の皮付き。出

書院の天井と小脇は杉の研ぎ出

し板。落とし掛や違い棚、地袋、

地板は欅が使われている。

【ナカノマ】長持のテーブル。堀家に

は、南北朝時代から伝えられた調

度品が多く残っている。

【天井】当初建物が２階建てであっ

た名残の階段跡。

茅葺屋根の上に乗るカラス脅し。

竹で編まれた格子が美しい。

https://kanau1318.jp
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うぶすなの郷　ＴＯＭＩＭＯＴＯ 奈良県生駒郡安堵町

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

営業時間

定休日

アクセス

備 考

うぶすなの郷TOMIMOTO(宿泊施設・レストラン)

江戸時代(安永年間）・1974年

木造一部二階建て 瓦葺き

奈良県生駒郡安堵町東安堵町1422番

0743-56-3855

https://and-tomimoto.jp/about/index.html

ﾚｽﾄﾗﾝ（昼食）午前11:00～12:30/13:00～14:30

（夕食）午後 5:00～、

宿泊 午後3:00～

火曜日

ＪＲ法隆寺駅からバス8分東安堵下車徒歩5分

西名阪自動車道法隆寺ＩＣより6分

完全予約制（当日の3日前まで）

「うぶすなの郷ＴＯＭＩＭＯＴＯ」は陶芸家、人間国宝、文化

勲章受章者である富本憲吉（1886年-1963年）の生家で、富本

の没後に同郷の友人である辻本勇が生家や作品等を譲り受け整

備し開館した富本憲吉記念館（1974年-2014年）であったが、

2017年より「芸術家富本の創造空間を感じる宿」「寛げる宿」

としてレストラン・陶芸体験工房・ギャラリーを備えた宿泊施

設に生まれ変わった。場所は奈良県生駒郡安堵町にあり田園地

帯が広がる大和盆地中央部に位置し、町西側に富雄川、南側に

は大和川が流れる。南北に長い敷地の周りが壕で囲われた環壕

屋敷であった。敷地周辺に古くは聖徳太子の時代から続く極楽

寺など神社仏閣が多く点在する。また富本憲吉記念館開館以降

に安堵町歴史民俗資料館や安堵町文化観光館等もできており、

安堵町の文化歴史の情報発信の拠点としての役割も担っている。

吹き抜けの二間

【五風十雨】主屋

1974年に富本憲吉記念館開館時に建築された。京都の陶芸

家上田恒次が設計監修を行った。主屋は木造ツシ二階建て

平入、梁間3間、桁行6間の切妻形式の瓦葺屋根で、下屋が

四面にかけられている。平入面は丸太の出桁で柱を建て軒

を深く出している。外壁は腰壁部分は下見板張り弁柄塗、

上部は漆喰塗、柱梁などの木部は弁柄塗仕上げ。越屋根、

虫籠窓、出格子などが大和の民家様式を表している。

【長屋門】

江戸後期（安政年間）建築。

憲吉が暮らしていた当時の

写真と比べても変わらない

外観を保っている。

内部は記念館時代には展示室などがあり畳敷きであった。現

在はレストランとして使用され、平入の玄関は通り土間で北

側の4間は板敷としている。土間脇の二間は切妻屋根の架構

を見せる吹き抜けになっている。北側の二間は梁上に根太天

井が張られており、北側の日本庭園を眺めながら食事を楽し

むことができる。床の間などの設えはそのまま使われ、地板

などに欅が多く使われている。富本家と代々ゆかりの深い法

隆寺の大野玄妙前管長の書「五風十雨」が飾られている。

北側の日本庭園

【日新】富本憲吉が愛した数寄屋造りの離れ。江戸後期（安

政年間）建築。8畳の和室は床の間床脇の設え。床脇天袋は憲

吉のデッサン「エビヅル図」を表装したもの。宿泊施設。

見どころ

【竹林月夜】1974年に大阪の土蔵（1914年築）を移築。憲吉

が好んで図案化した「竹林月夜」にちなんで本施設の開業時に

竹林を作庭。春には枝垂れ桜を楽しむことができる。宿泊施設。

【アーティチョーク】江戸後期（安政年間）建築の土蔵。宿泊

者限定のレストランバー。裏庭はイングリッシュガーデン。



和歌山県海南市
 ことのうらおんざんそうえん　　はまざしき

　

琴ノ浦温山荘園　浜座敷

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

琴ノ浦温山荘園 浜座敷

1913年（大正2年）

木造平屋建て・屋根入母屋造及び寄棟造 本瓦葺

和歌山県海南市船尾370

073-482-0201

http://www.onzanso.or.jp

9：00～17：00（月曜、12月1日～2月末日休園）

JR海南駅より和歌山方面バス10分「琴の浦」下車

庭園：国指定名勝、建造物：重要文化財、日本遺産

【琴ノ浦温山荘園概要】

琴ノ浦温山荘園は、新田帯革製造所の創業者である新田長次郎

翁が、55歳の頃に体調を崩し、「健康回復には己の欲すること、

好む所を趣味として行うのが第一の養生法なり」と助言され、

造園を趣味にしていたので、別荘の造営を始めようと決心し、

大正初期から昭和にかけて造園されたものである。黒江湾から

海水を引き、その潮の干満により水位が変動し、池泉景観が変

化する「潮入式池泉回遊庭園」の中には、浜座敷、主屋（本

館）、茶室（鏡花庵）などが庭園と一体的に建てられている。

庭園は国指定の名勝に、建造物は重要文化財に指定されている。

また、平成29年には日本遺産にも認定された。

浜座敷に入ると、寄り付き６畳間の北側に、大きな花頭

窓が壁一面に広がっているのが印象的である。外部から

見ると、雨戸の戸袋は設けず、雨戸の巾だけ敷居と鴨居

を横に伸ばし、そこに雨戸が納まるスッキリとした意匠

となっている。寄り付き６畳間と１０畳間の境には、一

連の金と銀の雲の文様の襖があり、竹の輪とコウモリの

引手が付いている。また、縁のガラス障子は、雨戸のよ

うにすべて引き込む事ができるので、外部と一体化した

開放的な空間を楽しむ事ができる。

天下の景色を独り占めすることを欲せず、広く一般に公

開した長次郎翁の心意気と、庭園と一体的に建築された

建物の調和と、細部まで気を配った意匠を楽しんで見て

欲しい。

【浜座敷】

海を眺望する敷地の南端に、園内で最初に建設されたのが「浜座敷」

だった。崖上に建つ懸造風の離れ座敷で、入母屋と寄棟屋根をＴ字形

に合わせた「撞木造り（しゅもくづくり）」と呼ばれる形式の屋根は、

東大寺の三月堂をモチーフにしたと言われており、古代風の意匠の鬼

瓦が据えられている。

本瓦葺きの重厚な屋根をもつ一方で、屋根勾配は緩く、垂木は吹寄せ

に配置され、軽妙な構成になっている。

内部は、玄関奥に寄り付き６畳間があり、１０畳間へと続き、外側に

矩手に廻した開放的な縁が広がっている。縁先の高欄は、３本の横連

子に三組の束を立てた特徴的な意匠で、内外観を整えるアクセントと

なっている。近代和風建築らしく小屋組にトラスを用いたり、天井板

には当時最新の建築資材であった合板を使用するなど、新しい技術を

取り入れているところが魅力ある和の空間の構成要素になっている。

主屋（本館） 茶室（鏡花庵） 浜座敷

寄り付き６畳間

内観(左)と花頭窓(上)

古代風の意匠の鬼瓦

１０畳間 南西を見る 東縁 北東を見る

東縁 天井見上げ

寄り付き６畳間

襖(左)と引手(上)

１０畳間

襖(左)と引手(上)









和歌山県岩出市
きゅうわかやまけんぎかいぎじどう

旧和歌山県会議事堂は明治31年（1898年）に和歌山城
北東の和歌山市一番丁に建設された。木造二階建て
一部平屋、建築面積1,239.16㎡で正面より車寄を備えた
本館部、中央に議場部、背面を控室部とするエ型の構成
となっている。規模の大きな木造建築で、議場のみなら
ず公会堂としても用いられた。約40年間の使用の後、
昭和16年に保証責任和歌山県信用購買販売利用組合連合
会（現JAグループ和歌山）に売却され事務所として市内
美園町に移設、昭和37年に根来寺境内に移設され、
「一乗閣」と名付けられ大客殿や宿泊に使われた。
平成24-27年の修復工事によって、現在地に移築され建
築当時の姿に修復された。建物の公開のみではなく、イ
ベントや展示場として積極的に活用できるようEV棟など
を付設し、免震構造を施し、復元されている。

【車寄】
正面車寄には華麗な彫刻が施されている。「兎の毛通し」は
鳳凰、「笈形」は波、「蟇股」は雲をモチーフとしている。
床の間の彫刻と合わせて、彫工「大窪嘉輔」の手による
ものとされる。

※
【床の間】
議場には床の間が付いている。上部には唐破風が設けら
れ、鬼板(①)をはじめ、亀(②)や鶴(③)をあしらった彫刻で
飾られている。床の間は演者の背景に位置し、当時、日の
丸を掲げたり、盆栽を置いたりするのに使われた。

外壁は和風意匠で統一され
ているが、本館部と議場部
の屋根は西洋式のトラス組

※ を採用している。近代の技
【議場の天井】 術が効率的に採用されて柱
天井は中央部を折上格天井、周囲を鏡天井とした構成であ のない大空間を実現し和魂
る。折上格天井天井は、杉の杢目板で、一つの格間を一枚 洋才の建物となっている。
張とした木取りで、前後左右の杢目の向きを変え、市松模
様になっている。 ※

※写真は和歌山県提供

旧和歌山県議会議事堂

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

旧和歌山県議会議事堂

明治31年(1898年)

木造二階建て 瓦葺屋根 和風意匠

和歌山県岩出市根来2347-22

0736-61-1160

http://www.negororekishinooka.jp

午前9時～午後5時(毎週火曜日・年末年始 休館)

JR和歌山線岩出駅下車 樽井駅行バス岩出図書館下車

徒歩10分

重要文化財(平成29年7月31日指定)
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